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理科部会　研究の構想（案）
令和２年度〜

Ⅰ　研　究　主　題

　理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能
力を育成するにはどうすればよいか。

Ⅱ　主題設定の趣旨
　平成29年度から令和元年度までの３年間は、「自然の事物・現象を科学的に探究するために必
要な資質・能力を育成するにはどうすればよいか」を研究主題に掲げ、「自然の事物・現象に対
する概念や原理・法則の基本的な理解と科学的探究についての基本的な理解や観察、実験等の基
本的な技能を養う学習活動の工夫」「見通しをもって観察、実験等を行い、科学的根拠を基に思
考し表現する力を養う学習活動の工夫」「自然を敬い、自然の事物・現象に進んで関わり、科学
することの面白さや有用性に気付くとともに、科学的根拠に基づき課題を解明しようとする態度
を養う学習活動の工夫」の３つの視点について段階的に研究を進めてきた。
　研究を通して、継続した観察や多様な実験ができるような学習課題の提示によって、生徒の課
題解決への意欲を喚起できることが分かった。また、習得した知識を活用したり、生活経験を根
拠に仮説を立てたりして、観察、実験の計画を自ら立てるように工夫することは、主体的な学び
を促し、生徒の科学的根拠を基にした思考・表現につながることが分かった。その他に、グルー
プでの観察、実験と全体での考察における話合いの工夫やICT機器の効果的な活用は、生徒の実
感を伴ったより深い理解を促すことに有効であった。しかし、学習課題の設定や発問の工夫、課
題解決の過程における形成的評価や支援の在り方に改善の余地があることが分かった。さらに、
平成30年度全国学力・学習状況調査の県の分析では、「探究の過程を振り返り、新たな疑問をも
ち問題を見いだすこと」「実験の目的に応じた条件を指摘し、条件制御の知識・技能を活用する
こと」等において課題があることが明らかとなった。
　新学習指導要領では、理科の目標として、育成すべき３つの資質・能力が示され、これまで目
標として位置付けられていた「科学的な見方や考え方」が、資質・能力を育成する過程で働く、
物事を捉える視点や考え方として、「理科の見方・考え方」と位置付けられた。また、資質・能
力の育成には、課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程を通じ
た学習活動を行い、目標が達成できるよう指導の改善を図ることが求められている。
　そこで、本部会では、研究主題を「理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象を科学的
に探究するために必要な資質・能力を育てるにはどうすればよいか。」とし、これまでの研究を
生かしながら、「資質・能力の育成」を目指し、「理科の見方・考え方」を働かせるための指導
の在り方について研究を進め、研究主題の解明に迫ることとした。以下にそのねらいと内容を示
す。

Ⅲ　研究のねらいと内容
１　研究のねらい
　理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能
力を育成する。その手立てとして、次の４つの視点から授業を見つめ直し、よりよい理科の指
導法を模索する。

２　研 究 内 容
⑴　主題の解明に当たっては、生徒の習得した知識や考え方を把握した上で、指導計画、学習
指導法、指導に生かす評価、学力調査による分析結果等、授業の構想の全般について実践的
な研究を進める。
①　自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験等
に関する基本的な技能を身に付けるための指導の工夫
②　観察、実験等を行い、科学的に探究する力を養うための指導の工夫
③　自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うための指導の
工夫
④　指導と評価の一体化
⑵　学力調査におけるS－P表等を利用した分析結果から生徒の学習状況を捉え、研究に生か
す。
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理科部会　令和３年度研究計画（案）

Ⅰ　研　究　主　題

Ⅱ　主題について
　令和２年度は、「自然の事物・現象についての理
解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実
験等に関する基本的な技能を身に付けるための指導
の工夫」を副題として授業研究を行った。
　資質・能力の第１の柱である「知識及び技能」の
習得に向けて、「自然の事物・現象についての理解
を深める」ことについては、知識を獲得した後にそ
れを活用した発展課題に取り組ませることで、獲得
した知識の理解がより深まることが分かった。「科
学的に探究するために必要な観察、実験等に関する
基本的な技能を身に付ける」ことについては、生徒
が主体的に取り組むことができる課題を教師が提示
し、フローチャートを使って観察、実験の計画を立
案させたり、条件を制御した実験方法を計画させ、
繰り返し実験させたりすることによって、基本的な
技能を身に付けることができると分かった。また、ICTを活用させて実験結果を適切に処理することにより、
規則性を見いだすことが容易となり、話合いが活性化するなど、より深い考察、理解につながることが成果と
してあげられた。
　一方で、研究主題にある「理科の見方・考え方」については、授業における教師の捉え方や生徒への意識付
けの場面の設定が不足してい
るという課題が明らかになっ
た。右表に示す「理科の見
方・考え方」を活用して、ど
のような見方で事物・現象を
捉え、どのような考え方で思
考していくのかを、より意識
しながら授業実践を進めてい
くことが望まれる。
　今年度より全面実施される
新学習指導要領における理科
の目標は、「自然の事物・現
象に関わり、理科の見方・考
え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を育成すること」と示されている。令和２年度から令和４年度においては、理科の見
方・考え方を働かせて、科学的探究に必要な資質・能力を育成するための指導の在り方について研究を進める
こととしている。２年目となる令和３年度は、育成を目指す資質・能力の第２の柱である「思考力、判断力、
表現力等」に着目し、「観察、実験等を行い、科学的に探究する力を養うための指導の工夫」を副題とし、科
学的な探究の過程として「問題を見いだす」「解決する方法を立案し、その結果を分析して解釈する」「探究
の過程を振り返る」等の力を身に付けさせるための指導の工夫について、実践を通して研究を進めたい。そし
て、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行い、評価の場面や方法を工夫して、学習の過程や
成果を評価することで、「指導と評価の一体化」を図り、理科における資質・能力の育成を進めていきたい。

　理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能
力を育成するにはどうすればよいか。

－観察、実験等を行い、科学的に探究する力を養うための指導の工夫－

3年度

2年度

4年度

理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象を科学的に
探究するために必要な資質・能力を育成するにはどうすればよいか。

自然の事物・現象について
の理解を深め、科学的に探
究するために必要な観察、
実験等に関する基本的な技
能を身に付けるための指導
の工夫

観察・実験等を行い、科学
的に探究する力を養うため
の指導の工夫

自然の事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しようと
する態度を養うための指導の
工夫

理科の見方・考え方
領 　域 エネルギー 粒　　子 生　　命 地　　球

主として　　
量的・関係的

な視点　

主として　　
質的・実体的

な視点　

主として　　　
多様性と共通性

の視点　

主として　　　
時間的・空間的

な視点　

　これらの特徴的な視点はそれぞれの領域固有のものではなく、その強弱はあるものの他の
領域において用いられる視点でもあり、これら以外にも、「原因と結果」「部分と全体」
「定性と定量」等といった視点もあることに留意することが必要である。また、探究の過
程において、これらの視点を必要に応じて組み合わせて用いることも大切である。 

見 　方

考 え 方 「比較」：複数の自然の事物・現象を対応させ、比べること。
「関係付け」：自然の事物・現象を様々な視点から結び付けること。
「条件制御」：自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因について、どの要因が影響

を与えるかを調べる際に、変化させる要因と変化させない要因を区別すること。
「多面的に考える」：自然の事物・現象を複数の側面から考えること。  等
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Ⅲ　研究内容とその視点
　研究に当たっては、新学習指導要領と平成29年度から令和元年度の３年間の研究成果を把握し
た上で、次の１〜４の内容を工夫して研究を進める。
１　自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験等に関

する基本的な技能を身に付けるための指導の工夫
⑴　自然の事物・現象に関する生活経験や学習経験等、生徒の実態を基に、概念や原理・法則
の基本的な理解を図るための指導計画を工夫する。
⑵　生徒の興味・関心に応じて、自主的に探究しようとする学習課題を設定する。
⑶　学習課題を解決するための教材や教具を工夫、開発する。
⑷　実験器具を操作し、探究のために必要な観察、実験等の基本的な技能（測定の方法、図、
表、グラフ、モデル等の書き方、データの記録・処理等）を習得するための指導を工夫す
る。
⑸　観察、実験を支援し学びを深めるために、ICT機器等を活用した指導を工夫する。

２　観察、実験等を行い、科学的に探究する力を養うための指導の工夫
⑴　自然の事物・現象の中で、問題を見いだして見通しをもって課題を設定する力を身に付け
るための指導を工夫する。
⑵　予想や仮説を検証するために、理科の見方・考え方を働かせ、観察、実験を計画する力を
身に付けるための指導を工夫する。
⑶　観察、実験を通して得られた結果を分析して解釈するなど、科学的に課題を解明しようと
する力を身に付けるための指導を工夫する。
⑷　実験データを図、表、グラフ等の多様な形式で表し、自分の考えを科学的な根拠を基に表
現する力を身に付けるための指導を工夫する。
⑸　観察、実験を通して得られた結果や考察の妥当性を検討するなど、探究の過程を総合的に
振り返る力を身に付けるための指導を工夫する。

３　自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うための指導の工夫
⑴　自然を敬い、理科の見方・考え方を働かせ、身近な自然の事物・現象に進んで関わる態度
を身に付けるための指導を工夫する。
⑵　探究の過程等を通して習得した知識・技能や思考力・判断力・表現力を、日常生活等に活
用できないか考えたり、科学することの面白さや有用性に気付いたりする態度を身に付ける
ための指導を工夫する。
⑶　探究の過程を科学的根拠に基づき的確に判断するとともに、粘り強く挑戦する態度を身に
付けるための指導を工夫する。
⑷　小学校で身に付けた問題解決の力や知識・技能を活用して、進んで探究する態度を身に付
けるための指導を工夫する。

４　指導と評価の一体化
⑴　診断的評価、形成的評価、総括的評価を計画的に行う。
⑵　形成的評価を基に、指導の改善や充実を図る。また、その情報を生徒にフィードバック
し、学習の改善や充実を促す。
⑶　S－P表等を活用した中教研学力調査の分析結果から、指導法の工夫と改善に努める。

Ⅳ　研　究　方　法
１　各郡市の研究部会を中心に、研究主題に沿って研究を推進する。具体的な研究について
は、郡市の実態に応じて研究の視点、研究の方法等を明確にして行う。
２　専門研修会、各地区中教研部会等を通して、研究の進め方について共通理解を図るととも
に、開発した教材や工夫した学習指導法等の情報や資料を共有し、相互の啓発を図る。
３　中教研学力調査の結果を分析して検討し、指導計画の作成や指導と評価の改善に生かす。
４　市町村教育センターや県総合教育センター、博物館等の関係機関と連携を図ったり、講演
会、現地研修、実技研修等を行ったりして、研究内容の質的向上を図る。




